
 
 
 
 
 
 
 

【自主 敬愛 勇健】 ～生徒も教師も生き生きと活動する学校～     

＜「３年生を送る会」の様子から＞ ～感謝し合う気持ちを確かに受け止めました～ 
生徒会主催の「３年生を送る会」が３月１３日(金)に

行われました。２年生の生徒会役員が会を進行し、１・

２年生はお別れのメッセージや合唱で、卒業していく

３年生をお祝いしました。３年生も１・２年生へ今まで

お世話になった感謝の気持ちを合唱で伝えました。各学

年の発表はもちろんのこと、会の運営をしてくれた生徒

会役員の演出も素晴らしく、在校生と卒業生がお互いの

気持ちを温かく交わし合う会となりました。学年行事や

学校行事で発表する北中生の姿を見る度に発想力と表

現力の豊かさに感心します。これは北中生の優れた力ですので、これからの生活

でも伸ばして続けてほしいです。 

 ３年生には、１・２年生からの心を込めた感謝のメッセージを胸に、新たな道

で活躍してくれることを願っています。１・２年生には３年生からの「これから

の北中お願いします」という願いのこもった応援メッセージを胸に、３年生を超えるくらいの活躍をして

いってほしいと思います。 

※各学年の発表には心を打たれますが、職員（３学年）の気持ちを込めた発表にも感動してしまいます。笑いや涙を誘う演

出には、「さすがだな」としか言いようがないです。私も目立ちたがり屋なので、飛び入りしたい気持ちを抑えるのに苦労

してしまいました。私のことをネタに使っていただき、嬉しかったです。ありがとうございました。 
 
＜令和８年度の定期テストについて＞ ～単元テストから中間テストに替わります～ 
現在、本校では生徒の学習を評価するために、期末テストと単元テストを行っています。単元テストは

単元（学習内容のまとまり）が終わるごとに行っているテストです。回数は多いですが、単元ごとに自分

の理解度や定着度を確認できるというよさもあります。単元テストを取り入れてから今年度で５年目とな

りますが、毎年、職員や生徒からの声を聞き、引き続き継続するか否かを検討してきています。昨年度か

ら、生徒や保護者の方から「テスト勉強で自分の時間が取れない」「期末テストは範囲が広い」「精神的

に疲れてしまう」などの声が多く聞かれるようになりました。そこで、令和８年度からは単元テストをと

りやめ、その替わりに、単元テストの導入前まで実施していた「中間テスト」を、１学期と２学期に再び

取り入れることとしました。単元テストから中間テストに替えることには「テスト範囲の内容を、きちん

と計画を立てて学習する習慣を身につけてほしい」という私たちの願いも込められています。定期テスト

のあり方についての検討は、どの学校でも行っていることです。今後も検討は重ねていきます。保護者の

皆様には、何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

＜ご連絡＞ 
・生徒玄関の前に「落とし物コーナー（ショーケース）」ができました。 

もし、何かを紛失してしまった場合には確認するようにしてください。 

・令和７年度卒業証書授与式を３月１８日(水)に本校の体育館にて行います。卒業

生の保護者の皆様には、ご都合をつけてご参加いただき、卒業生の立派に成長した

姿を見とどけていただきたいと思います。学校の桜のつぼみも日に日に大きくなっ

てきています。当日は、天候に恵まれ、暖かい春の陽気が感じられる日になることを切に願っています。 

・例年、転退職する職員を生徒に紹介する式（離任式）を卒業式の日に行っていましたが、今年度は１日

早めて、３学期終業式の日に行うこととしました。「『卒業生とのお別れ』と『職員とのお別れ』を分け

て行うこと」や「１年間の最後の学級活動に十分な時間をとる」ことが主な理由です。ご了承ください。 
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